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マ ステ ィンクガムは 日腔 内細菌の増殖 を抑制す る
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【目的】

これまで、薬物療法としてのプラークコントロールには、抗生物質および化学的抗菌剤が頻用され

てきた。一方、植物白来の抗菌物質はその高い抗菌性および副作用を有さないことから、日腔疾患の

予防に利用されてきた。最近、ギツシャのしオス島にのみ群生するマスティンクの樹液を含有するマ

スティックガムはあり,∽あ2crer P/FOrF に対して強い抗菌力を有し、胃および十二指腸潰瘍に優れた

治癒効果を示すことが発表された(N ew  E ng J M ed 19991。そこで本研究では、マスティックガム

の歯科疾患に対する予防効果を評価するための最初のステップとして、このガムが唾液中の細菌にお

よぼす抗菌作用を既存の抗菌剤のそれと比較 検討した。

【対象および方法】

1 被験者 :本試験の主旨 方法に同意を得られた本学歯学部の学生および職員2 0 名

2  被験製剤 「マスティックガム、マスティンク非含有ガムおよび塩化ベンゼ トニウム10 004% )

3  唾液の回収 :食事終了後、各被験者に歯磨剤を使用せずにブランシングおよび洗口を行わせた。

そして、リン酸緩衝溶液(PB Slを用いて洗口させ、被験ガム使用前の対照被験液として回収した。

その直後に洗日液を遠心分離し、上清を細菌培養に供した。次に、上記したガムを1 0 分間噛ま

せるかあるいは塩化ベンゼ トニウムで含喉させた後、 1時間ごとに4 時間後まで PB S による洗

口を行わせて同様の実験を行つた。

4  細菌培養 :段階希釈 した上清を、10% 馬脱繊維血液平板培地上に播種し、嫌気条件下(N 2 83% ,

C 0 2 10% ,H 2 7% )で 37℃48 時間培養した。培養終了後、コロニー数を算定し、各被験群の結果

を比較した。

5  統計処理 「関連のある2 群及び独立した2 辞のStuden" 検定により行つた。

【結果および考察】

マスティックガム使用群は、PB S 洗口対照群に比較して、日腔内細菌の増殖を有意に抑制したlP

く0 09 。 さらに、マスティック非含有ガム使用群に比較して有意に細菌の増殖を抑制した(p < o o5)。

この抑制効果は塩化ベンゼ トニウム使用群のそれと同等であった。このことはマスティックメムが日

腔細菌の増殖を抑制し、日腔疾患の予防に利用できる可能性を示唆する。
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マステ ィンクオイルによる日臭抑制効果
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【目的】

現代人の悩みの一つとして日臭が挙げられている。歯周病は日臭の重要な原因の一つであり、近年、

日臭と歯周病の関連性に関する研究が多く行われている。中でも、歯周病関連細菌が日臭の原因であ

る揮発性硫化物 (硫化水宗やメチルメルカプタン) を産生することが明らかにされている。最近、こ

の揮発性硫化物 (V SC ) が宿主細胞によるサイ トカイン産生を誘導することも報告されている。V SC

は日腔内の食物や細菌、生体細胞由来のタンパクが分解されることにより生ずる。この日臭の原因と

なる揮発性硫化物の口腔内濃度の変化を H olinleter を用いて測定し、マスティックオイルによる日

臭抑制効果の判定を行つた。

【材料および方法】

1 本試験の主旨および方法に同意の得られた本学歯学部の学生、撤員 20 名を被験者とした。被験

者は、付加的にSV C の前駆物質で 30 秒問含嗽を行つた。口臭抑制には3% マスティック含有オ

イルを使用し、その対照として0% マスティック含有オイルおよび蒸留水を使用した。

2  日腔内のV SC の濃度は、日臭測定器 M odel R ■ 17E H aliIIleter (Interscan 社製) で経時的に測

定した。滅!定は各被験者ごとに3 回行い平均した。

3  口臭抑制効果は、各被験者に約 0 2m lのマスティンクオイルを噴霧しV SC の濃度の減少により

評価した。

【結果】

3% マスティック含有オイル群は0% マスティック含有オイル群および蒸留水群と比較し、V SC の

日陸内濃度を減少させる傾向を示した。

【考察および結論】

3% マスティンクオイルを口腔内に噴霧することにより、V SC の口陸内濃度を減少させる傾向が認

められたことは、マスティックオイルが回臭の予防に利用できる可能性を示唆するものである。しか

し、この抑制のメカニズムは不明であり、今後この抑制メカニズムについてさらなる検討が必要であ

る。
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マステ ィックは活性酸素を消去 して 日腔内好中球のアポ トーシスを抑制す る
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【緒言】マスティンクは、ギリシャのヒオス島にのみ自生する' 9沈 r2 ね?おcPs の木から採取され

る天然の構液エキスで、胃がんの原因菌とされる Z Py19五菌に対して強い抗菌活性を示す。演者ら

は、マスティックを含有するガムが日丹空内細菌の増殖、歯面へのプラーク形成および歯肉炎を有意に

抑制することを報告したlTakahashi K )et al J PeriodOnt01 2003)。マスティックガムにより歯肉炎

が抑制されたことから、マスティックは抗菌作用に加え、抗酸化および抗炎症作用も有する可能性が

ある。そうすると、マスティックが口腔内の一酸化窒素(N O )や活性酸素、日腔の感染防御に中心的

な役割を担う好中球機能に何らかの影響を及ぼすかもしれない。そこで本研究では、日腔感染症予防

薬としてのマスティンクの作用機序の一端を、N O および活性酸素消去能および口腔内好中球の細胞

機能および細胞死に及ぼす作用から評価することを目的とした。

【材料および方法】

1 マスティンクオイル :僻中村カイロ協会から恵与を受けた。

2  N O 産生消去能 i G reiss 試薬を用いてマスティンクのN O 産生消去能を評価した。

3  日腔内好中球の分離 調整 :全身疾患を有さず、歯周疾患に罹患していない当教室の医局員を被

験者とした。ツン酸緩衝核(P B S(―))を口腔内に含み、2 分間含嗽を6 回行い計 1501nl回収した。

ナイロンメッシュを用いて細胞懸濁液を濾過後、M ono Poけ に重層し、遠′い分離後に PB S (一)

を用いて洗浄じ R PM 11640 培地に口控内好中球を調製した。全てプラスチック器具を使用した。

恥抑 an blue dye exclusi。■により細胞数および生存率を算出した。

4 活性酸素消去能 !マスティックの活性骸索消去能は、スピントランプ剤を用いた電子スピン共鳴

法により、発生するラジカル種の同定および定量分析から評価した。スーパーオキシ ド(0 2 )は

H X ―X O D 反応により、とドロキシルラジカルはフェントン反応により発生させた。
一方、■lB T

還元能を利用して口腔内好中球の活性酸素産生の抑制能を源1定した。

5 細胞死の評価 :アネキシンV ―F IT C P I の 2 室染色後にユow  c" 。m et呼解析してアポ トーシス

陽性細胞の割合を調べた。

【結果および考察】マスティンクは、1)N O 産生消去能を示さない、2)とドロキンルラジカルの消去

能を有する、3)日腔内好中球の産生する活性酸索産生を抑制した、41回腔内好中球のアポ トーシスを

部分的に抑制した。日腔内好中球のアポ トーシスは、抗酸化剤(N A C 5m のFこよつて抑制された。こ



れらの結果から、マスティンクは抗菌作用にカロえて抗酸化作用を有し、その作用によリロ腔内好中球

の細胞死を制御する作用を有すると解釈できる。マスティックは日腔内感染症の予防薬として有用な

天然素材といえる。

(会員外研究協力者) / 谷暁子、中村裕子、佐藤和恵1
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